
問中央図書館　℡ 24-1507

【9月のおはなし会】
◆こども図書館（午前 10時 30分～）
4日土 おはなし玉手箱
9 日木 ひよこのおはなしかい
25日土 むかしむかしのおはなし会
◆中央公民館（午後２時 30分～）
11日土 おはなしフレンズ

　

中
島
遺
跡
は
、
石
岡
地
区
の
染
谷
に
存
在
す

る
遺
跡
で
、
石
岡
地
方
斎
場
の
建
設
や
増
築
に

伴
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
が
複
数
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
島
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の
竪
穴
住
居

跡
や
狩
猟
の
た
め
の
落
と
し
穴
、
中
世
の
堀
跡

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
か
ら

奈
良
時
代
に
か
け
て
の
も
の
が
１
番
多
く
出
土

し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
24
軒
も
の
竪
穴
住
居
跡

が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
居
跡
は
方
形
で
一

辺
の
長
さ
が
４
～
６
ｍ
程
度
の
も
の
が
一
般

的
。
し
か
し
、
１
軒
だ
け
一
辺
が
９
ｍ
近
い
大

型
の
住
居
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
畳
を
40
枚
以
上

敷
く
こ
と
が
で
き
る
広
さ
に
な
り
、
通
常
の
４

倍
も
の
面
積
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
斎
場

の
増
築
に
伴
う
令
和
元
年
の
発
掘
調
査
で
発
見

さ
れ
た
も
の
で
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り
頃
(
約

１
４
０
０
年
前
)
の
住
居
で
す
。

　

通
常
の
４
倍
も
の
大
き
さ
の
住
居
。大
人
数
、

大
家
族
が
住
ん
で
い
た
の
か
、
有
力
者
の
住
む

大
邸
宅
だ
っ
た
の
か
。そ
れ
と
も
別
の
目
的
か
。

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　

中
島
遺
跡
の
調
査
成
果
は
、
発
掘
調
査
速
報

展
「
石
岡
を
掘
る
７
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
速
報
展
「
石
岡
を
掘
る
７
」

期
間
／
７
月
31
日
土
～
10
月
31
日
日

場
所
／
常
陸
風
土
記
の
丘
展
示
室

休
園
日
／
月
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

入
園
料
／
大
人
３
１
０
円
、
小
人
１
５
０
円

シリーズ 190

「中島遺跡の大型住居」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1454）
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※※掲載しているイベント・休館日などの情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて中止また
は変更になる場合があります。最新の情報は図書館ホームページをご確認ください※※

イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

【9月の休館日】
6 日月・13日月・15日水～ 24日金・27日月

▶
斎
場
増
築
に
伴
う
令
和
元
年
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　

中
央
下
が
大
型
住
居

受講者募集

藤島秀憲のかんたん短歌講座
蔵書点検・館内工事のため

休館期間のおしらせ

八郷総合支所への移転に伴い

中央公民館図書室を閉室します
　令和 4年 4月に、八郷総合支所 2階に新図書館が開館す
る予定です。
　開館準備のため、9月 30 日木をもって、中央公民館図書
室は閉室します。
　ご利用されていた皆さんには、ご迷惑おかけしますが、ご
理解ご協力のほどよろしくお願いします。

　日々の喜怒哀楽を31文字で表現する短歌。その魅力を具体
的な作品を通して考察します。受講者作品の添削も行います。
日時：10月 24日日　午後2時～3時30分
場所：市立中央図書館　読書室
講師：藤島秀憲 氏　　  定員：30人
申込方法：9月25日土から電話または図書館カウンターへ
※添削希望者は、申込後、10月 8日金までに作品をご提出ください。

休館期間

９月15日水～24日金
※９月 21、22 日はネットワーク工事のた
め、ホームページからの蔵書検索・予約・
利用照会なども停止します。



　当会には、池坊・池坊聖流・小原流・古流松藤会・
草月流・龍生派の6つの流派があり、コロナ禍
でも、会員一同、英知を集結し、伝統文化の継
承に努めています。
＜活動内容＞
◆市文化祭「いけばな展」での作品展示
自然の織りなす様を作品に映し、皆さんを悠久の
美へと誘います。また、
子ども達の作品展示やど
なたでも体験できるコー
ナーなども設けています。

◆親子いけばな教室
いけばなに触れる機会を作っています。親子で
楽しく真剣に花を見つめる姿に、心打たれます。
◆まちの文化一日体験
いけばなの文化振興・発展のため、市民の皆さ
んと共に楽しみ、触れあい、伝えています。
会員数：13人　
年会費：6,000 円
問和田智影　℡ 23-1237
※今年度の開催日程が決まりましたら、後日「広
報いしおか」にておしらせします。
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石岡華道同好会

俳
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瓦
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マ
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熱
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史
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崎
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出
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又
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光
男
(
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ク
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が
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川
崎　

夫
久
(
真
家
)

立
秋
や
夜
風
す
が
し
く
吹
き
渡
る

鈴
木　

君
江
(
山
崎
)

残
さ
れ
て
今
を
生
き
居
る
吾
な
れ
ば
恙
な
く
あ
れ
八
十
路
を
辿
る

赤
津　

貞
行
(
石
岡
)

雲
の
上
か
ら
男
体
女
体
コ
ロ
ナ
終
息
筑
波
山
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